
2024 年度大阪公立大学公開講座

詳細は裏面をご覧ください ▶▶

申込フォーム

■ 会場 ：大阪公立大学I-siteなんば2階 （大阪市浪速区敷津東2-1-41南海なんば第1ビル）

■ 定員 ：60名（申込者多数の場合は抽選） ■ 対象者 ：どなたでも ■ 受講料 ：5,000円（全5回分）

■ 申込方法 ：大学Webサイト 「申込フォーム」から申し込みいただくか、「往復はがき」で

（1）氏名（フリガナ）、（2）年齢、（3）郵便番号・住所、（4）電話番号、 （5）このチラシの入手先 をご記入の上、

下記宛先へお申し込みください。 ※受講の可否は5/17(金)までに通知します。届かない場合は必ずお問い合わせください。

■ 申込フォーム：右記二次元コードまたは大学Webサイトからお申し込みください。

■ 往復はがき宛先 ※返信用はがきは両面とも白紙でお送りください。

〒556-0012 大阪市浪速区敷津東2-1-41 南海なんば第1ビル

大阪公立大学 社会連携課「カント美学」係

■ 問合せ先 ：大阪公立大学社会連携課 Tel 06-7656-5112
Fax 06-7656-5203

締切日

5月8日（水）
必着

大阪公立大学
生涯学習・公開講座
WEBサイト ▶

※お申し込みの際の個人情報は、申込後の事務連絡、統計資料等の作成および本学公開講座等の
ご案内に使用いたします。利用目的以外の使用については、一切いたしません。

カント美学について

講師：高梨 友宏
大阪公立大学 文学研究科 教授

毎週水曜日・全5回

2024

WED

WED

―

10:00-11:30



西洋近代美学を基礎づけ、今なおあらゆる美学思想の参照点

であり続けるカントの「美学」（『判断力批判』［1790年］

の前半部「美的判断力の批判」で取り上げられる美や芸術を

めぐる思想）を紹介し、そこに含意された人間と世界の相関性

について探りたいと思います。

講義スケジュール

講義概要

※感染症の流行や自然災害等の影響により、日程・開催方法・講座内容が変更となる場合があります。

第1回

5月29日(水)

「美学」の誕生からカント美学へ

「美学」が西洋の哲学の歴史に登場したのは1 7 5 0 年に刊行されたバウムガルテンの

『美学』によります。そこで規定された「感性的認識の学」としての美学を、カントは

どのように批判的に受容したのでしょうか。カント美学の前史をたどり、併せてカント

美学の特性を探ります。

第2回

6月5日(水)

美の分析論 ―趣味判断の4つの構成契機（１）

ある対象を「美しい」と判断する「趣味判断」は無関心性、無概念性、目的なき合目的性、

必然性の4契機から成ります。 そのうち前二者について取り上げ、 関心と概念を欠く

「趣味判断の主観的普遍妥当性」のあり様を考えます。

第3回

6月12日(水)

美の分析論―趣味判断の4つの構成契機（２）

上記の趣味判断の4契機のうち、後二者について取り上げます。ある対象が「美しい」と

判断されているとき、対象の表象は目的の概念を欠きながらなお合目的的であると感情

において判断され、かつこの判断が必然性の様相を持つとされます。その意味を考えます。

第4回

6月19日(水)

芸術論 ―「自然は芸術のように、芸術は自然のように見えるとき、美しい」

芸術は人為的な技術の産物でありながらなお自然に見えるときに、また自然はあたかも

意図された技術の産物のように見えるときに、それぞれ美しいと判断されています。

このカントの言葉はどのような含意を持つのでしょうか。カントの芸術論を紹介しながら、

自然と技術の関係について考えます。

第5回

6月26日(水)

カント美学が含意するもの ―美は人間の内的調和の世界への投影

カントの美学は人間の認識能力における調和と、この調和がいわば投影された世界の

見え方にかかわっています。機械論と目的論の媒介のもとに美しく表象される世界の

見え方が、人間の内的調和を再帰的に自覚させるカント美学の隠された機能について

考えたいと思います。

大阪公立大学 I-siteなんば 2階
大阪市浪速区敷津東2-1-41 南海なんば第1ビル

アクセスマップ

■南海「なんば駅」下車、なんばパークス方面出口より約800ｍ

■Osaka Metro御堂筋線「なんば駅」下車、⑤出口より約1000ｍ

■Osaka Metro堺筋線「恵美須町駅」①B出口より約450ｍ

■Osaka Metro御堂筋線/四つ橋線「大国町駅」①出口より約450ｍ

会場

講師：高梨友宏
大阪公立大学文学研究科教授


